
（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

 

短期シラバス（第３回考査分） 

教科・科目名 国語科・国語表現 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数    １２時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

・「３ 小論文・レポート 

入門」１ 

 ①小論文とは何か 

 ②反論を想定して書く 

・自分の意見の理由・根

拠を明示しながら、論

理的に文章を書くこと

ができる。 

・自分の意見に対立する

立場の意見を想定する

ことで、強い説得力を

持たせることができ

る。 

知・技 

・目的や相手に応じた適切な表現や言葉遣いを理解してい

る。 

・取り上げるテーマについて５W１Hを意識してまとめる

ことができる。 

・句読点の適切な用い方を理解している。 

・接続表現の種類や働きを理解し、適切に用いている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 

・内容を明確に伝えるために、係り受けや文末表現の統一

に注意し、表現の仕方を工夫している。 

・長すぎる文や曖昧な文を避け、読点を適切に用いるなど、

表現の仕方を工夫している。 

・相手に効果的に伝わるように、接続表現の使い方を吟味

し、文章全体を整えている。 

・事実と意見の違いを踏まえた上で、論理的な文章の構成

ができている。 

・反論を効果的に述べようとしている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 

・自分の意見を適切に相手に伝えられるように、根拠や理

由を明示し、表現を工夫しようとしている。 

・構成メモを用いて、自分の意見や事実を論理的に述べよ

うとしている。 

・自分と対立する立場の考えを想定しようとしている。 

・プリント／行動観察 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

 

短期シラバス（第２回考査分） 

教科・科目名 国語科・文学国語 学年・コース 第２学年（選択） 予定時数   １３時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

・「水仙」 
（太宰治） 

・「水仙」が象徴するものや

「僕」の内面の変化を多様

に読み取り、人間や社会に

ついて自分の考えを深め

ることができる。 

知・技 
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増やし、語感を

磨き語彙を豊かにしている 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 

・内容や構成、展開、表記の特色、象徴表現などに注意して、「静

子夫人」との交流による「僕」の内面の変化を読み取り、作

品を多様に解釈している。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 
・「僕」の内面や「水仙」が象徴するものを、粘り強く解釈し、

自分の考えを深めようとしている。 
・プリント／行動観察 

・「こころ」 
（夏目漱石） 

・語りの視点や比喩表現に注

意して、登場人物の言動や

心情を的確に読み取り、人

間や社会について自分の

考えを深めることができ

る。 

知・技 
・言葉が持つ、想像や心情を豊かにする働きを理解している。 

・語りの視点や比喩表現について理解している。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 
・語りの視点や比喩表現に注意して、登場人物の言動や心情を

的確に読み取り、人間や社会に対する考えを深めている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 
・「私」や「Ｋ」の言動を丁寧に読み取り、自分の考えを深めよ

うとしている。 
・プリント／行動観察 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

 短期シラバス（第３回考査分） 

教科・科目名 国語科・論理国語 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数   １３時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

・「文化としての科学」 
（池内了） 

・主張と根拠の関係を意識し

ながら、科学に関する筆者

の主張を理解することが

できる。 

知・技 
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解

している。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 
・主張と根拠の関係を意識して文章を読み、科学に関する筆者

の主張を読み取り、自分の考えを深めている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 
・主張とそれを支える根拠の関係を明確に捉えながら、筆者の

主張を理解し、自分の考えを深めようとしている。 
・プリント／行動観察 

・「人工の自然―科学技
術時代の今を生きる
ために」 
（坂村健） 

・主張と根拠の関係や文章の

論理展開を意識しながら、

科学技術に関する筆者の

主張を的確に読み取り、自

分の考えを深めることが

できる。 

知・技 
・科学技術や自然科学に関する語句を理解している。 

・主張と根拠に当たる部分を正しく理解している。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 

・主張と根拠の関係や論理の展開に注意して文章を読み、科学

技術に関する筆者の主張を的確に理解し、自分の考えを深め

ている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 
・本文の内容と自分の経験を関連付けながら、科学技術につい

て深く考察しようとしている。 
・プリント／行動観察 

・「『考える葦』であり

続ける」 

（小川和也） 

・主張と根拠の関係や語句の

定義、段落間の関係に注意

しながら、デジタル社会に

関する筆者の主張を的確

に読み取り、自分の考えを

深めることができる。 

知・技 
・情報科学に関する語句や比喩表現を正しく理解している。 

・対比を表す接続表現を理解している。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 

・主張と根拠の関係や文章中での語句の定義、段落間の関係に

注意し、デジタル社会に関する筆者の主張を読み取り、自分

の考えを深めている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 
・デジタル社会の良い点と悪い点を踏まえて、デジタル社会で

どのように生きるかを、進んで考察しようとしている。 
・プリント／行動観察 
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（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第３回考査分） 

教科・科目名 地理歴史・日本史探究 学年・コース 第 ２ 学年（ 普通 コース） 予定時数    ８ 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第２章 古代国家の成立 

⑨東アジアのなかの天平文化 

⑩奈良時代の政治と社会 

⑪平安時代の政治と文化 

⑫摂関政治と国風文化 

⑬摂関政治期の社会と経済 

中国大陸・朝鮮半島との関係や、政

治や文化への影響などに着目して主 

主題を設定し、古代の国家の形成過

程について、多面的・多角的に考察 

し、歴史に関わる諸事象の解釈や歴

史の画期などを、根拠を示して表現

することができる。 

知・技 

・平城京における律令体制の整備について、遣唐使の派 

 遣や地方社会との関わりなどに着目して理解してい 

る。 

・中国王朝との関係と文化への影響などに着目して、律令 

体制の形成と密接に関連する仏教文化の特色を理解し 

ている。 

・平安初期の政治とその後の律令体制の変容について、蝦 

夷や東アジア世界との関係の変化を踏まえて理解して 

いる。 

・藤原北家の発展過程や地方支配の変化に着目し、律令 

 体制の変容の観点から摂関政治について理解している。 

・それまで吸収してきた中国文化をふまえて、国風文化 

 が形成されたことを理解している。 

・行動観察 

・学習プリント 

・定期考査 

思・判・表 

・律令体制の成立や変容について、政治や地方の動向な 

 ども踏まえて多角的に考察し、表現している。 

・盛唐文化の受容を踏まえ、国史などの編纂や仏教美術 

 の展開、仏教の興隆による鎮護国家の思想の誕生など 

について考察し、表現している。 

・桓武天皇や嵯峨天皇の政策に着目して、律令制の変容 

 について考察し、表現している。 

・地方支配の変化に着目し、奈良時代の政治や平安初期 

 の政治改革とも比較しながら、摂関政治の特質とその 

・教科書「Try」への 

 取り組み 

・学習プリント 

・定期考査 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

後の展開について考察し、根拠を示して表現している。 

・国風文化の形成について、国際関係の変化や遣唐使の 

 廃止などを踏まえて考察し、表現している。 

主体的学習 

・隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響などに着 

 目して、律令体制の成立過程や展開とのつながりを明 

らかにしようとしている。 

・平城京における政治史の流れに着目して、律令体制の 

 展開に関する課題を主体的に追究しようとしている。 

・隋・唐などの中国王朝から受容した文化を考察し、政 

 治や社会の動きとのつながりを見出そうとしている。 

・摂関時代の政治の在り方と文化との関係を考察するこ 

とを通じて、そのつながりを見出そうとしている。 

・行動観察 

・学習ﾌﾟﾘﾝﾄ 

・課題の提出 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第３回考査分） 

教科・科目名 理科・化学基礎 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数    11 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第 2 章 物質の変化 
第 2 節  
酸と塩基のその反応 

・酸や塩基に関する実験などを行い、

酸と塩基の性質および中和反応に

関与する物質の量的関係について

理解する。 

知・技 

・酸と塩基の定義や分類を理解し、酸と塩基の弱に基づ 

いて分類することができる。 

・水溶液の性質(酸性・中性・塩基性)と水素イオン濃度 

や pH との関係を理解し、知識を身に付けている。 

・中和反応について理解し、塩のなりたちや塩の水溶液 

の性質を理解している。 

・中和反応に関与する物質の量的関係を理解し、中和反 

応における酸と塩基の量的関係を計算によって求める 

ことができる。 

・中和滴定の操作や中和滴定曲線を理解し、実験器具の 

適切な取り扱いやグラフの見方などの知識を身に付け

ている。 

・単元テスト 

（小テスト） 

・定期考査 

・課題 

思・判・表 

・酸・塩基の観察，実験から共通性を見いだし、酸・塩 

基の定義を理解し、日常生活と関連付けて考察できる。 

・中和滴定の実験を通して、それぞれの操作がどのよう 

な意味をもっているのかを理解し、実験結果に対してど

のような影響があるかを考察できる。 

主体的学習 

・酸、塩基や中和反応に関心をもち、それらを日常生活 

に関連付けて、意欲的に探究しようとする。 

・酸と塩基の反応の量的関係を物質量と関連付けて考察 

しようとする。 

・課題の提出状況 

・授業態度 
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（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第３回考査分） 

教科・科目名 理科・生物基礎 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数    １４ 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第３章 ヒトのからだの調節 

第１節  

からだの調節と情報の伝達 

・恒常性と体液（血液、組織液、リ
ンパ液）について理解する。 

・自律神経系には交感神経と副交感
神経があり、これらが拮抗的に働
くことによって体内環境を調節
していることを理解する。 

・内分泌系による体内環境の調節の
特徴について理解する。 

・ホルモン分泌のフィードバック調
節について理解する。 

・内分泌系と自律神経系によって血
糖濃度が調節されるしくみにつ
いて理解する。 

知・技 

・体液の種類と関係について理解している。 
・交感神経と副交感神経の分布と働きを理解している。 
・神経分泌の現象を理解している。 
・フィードバック調節について理解している。 
・血糖濃度が自律神経系とホルモンによって調節されて 
いることを理解している。 

・血液凝固のしくみを理解している。 
・単元テスト 
（小テスト） 

・定期考査 
・課題 

思・判・表 

・交感神経と副交感神経の関係性を説明できる。 
・体内環境の調節における、内分泌系と自律神経系の働 
きの違いを説明できる。 

・血糖濃度上昇時の自律神経系と内分泌系による血糖濃 
度調節のしくみについて説明できる。 

・血液凝固のしくみについて説明できる。 

主体的学習 
・インスリンの働きと、血糖濃度が一定の範囲内に保た 
れるしくみについて、積極的に説明しようとしている。 

・課題の提出状況 
・授業態度 

第２節 免疫 

 

・皮膚や粘膜による生体防御につい
て理解する。 

・免疫を担う細胞や器官の種類と働
きの概要を理解する。 

・自然免疫と獲得免疫のしくみを理
解する。 

・二次応答を理解する。 
・アレルギーや自己免疫疾患、エイ
ズなど身近な免疫に関する疾患
の生じるしくみを理解する。 

・拒絶反応や予防接種、血清療法の
しくみを理解する。また、近年で
は抗体医薬が用いられているこ
とを理解する。 

知・技 

・自然免疫と獲得免疫のしくみを理解している。 
・二次応答の特徴を理解している。 
・身近な免疫に関する疾患のしくみを理解している。 
・予防接種や血清療法は、二次応答を利用した医療であ 
ることを理解している。 

・単元テスト 
（小テスト） 

・定期考査 
・課題 

思・判・表 

・獲得免疫の一次応答の過程を説明できる。 
・一次応答と二次応答の違いを説明できる。 
・アレルギー、自己免疫疾患、免疫不全症が起こるしくみ
をそれぞれ説明できる。 

・予防接種による感染症予防のしくみを説明できる。 

主体的学習 
・二次応答によって同じ感染症にかかりにくいことを資 
料から読み取り、積極的に説明しようとしている。 

・課題の提出状況 
・授業態度 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 芸術・音楽総合 学年・コース 第２学年（普通コース） 予定時数     １０時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

合唱 

～「聴き覚えでの歌唱」から

「読譜による歌唱」へ～ 

・合唱の活動を通して、生徒が個性
を生かしながら思いや意図をもっ
て表現する力を育成する。 

・音や音楽を知覚・感受して、思考 
・判断し表現する音楽活動の過程 
を通して、創造的な表現の能力を 

伸ばす。 

知・技 

・曲想や表現上の効果と構造や歌詞との関わりを理解し 

ている。 

・曲や表現形態にふさわしい発声、言葉の発音、身体の 

使い方などの技能を身に付けている。 

実技評価 

・小テスト等 

思・判・表 
・歌唱表現に関する知識や技能を得たり生かしたりしな 

 がら、イメージをもって表現を創意工夫している。 
・ワークシート等 

主体的学習 
・合唱に興味をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・ 

 協働的に学習活動に取り組もうとしている。 

・自己評価 

・授業態度等 

鑑賞「西洋音楽」 

（音楽史） 

 

※年間計画から変更 

・音や音楽が醸し出すよさや美しさ 
等を感じ取り、そこに価値を見い 
だせる感性を養う。 

・文化的・歴史的背景など広い視野 
 で音楽を捉えて、音楽文化への理 
解を深める。 

知・技 
・曲想や表現上の効果と音楽の特徴と文化的・歴史的背 

景を理解している。 

・小テスト 

・ワークシート等 

思・判・表 

・西洋音楽に関する知識を得たり生かしたりしながら曲 

に対する評価とその根拠等を考え、音楽のよさや美し 

さを深く味わって聴いている。 

・小テスト 

・ワークシート等 

主体的学習 
・西洋音楽に興味をもち、音楽活動を楽しみながら主体 

的・協働的に学習活動に取り組もうとしている。 

・小テスト 

・ワークシート 

・自己評価 

・授業態度等 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第３回考査分） 

教科・科目名 英語科・論理表現Ⅰ 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数    13 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

ASSISTANT 2 
Build Up Conversation 
会話を組み立てる 

会話の構造を理解し，論理的な展

開やスムーズな進行を意識して，

会話を組み立てることができる。 

知・技 
・様々な表現を学び、会話を組み立てることができる。 

・会話の構造を学び、自然な会話の流れを理解する。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・プリント等 

思・判・表 
・様々な表現を学び、会話を組み立てることができる。 

・会話の構造を学び、自然な会話の流れを理解する。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・観察 

主体的学習 
・相手の言いたいことを理解しつつ、自分の言いたいことも伝え 

ることができるような会話をしようとしている。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・観察 

Lesson4 

Have you ever tried it 

before? 

趣味や関心のあることについて，

その経験を尋ねたり，伝え合った

りする表現を学ぶ。 

知・技 

・現在・過去・未来完了形の概念を理解し，それぞれの用法を区 

別することができる。また，共に使える語句を使って，適切に 

文を作ったり，表現したりすることができる。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・プリント等 

・小テスト 

思・判・表 

・これまでの経験や初めての経験について，様々な表現を用いて 

尋ねたり，伝えたりすることができる。 

・行ったことのある場所や初めて何かを経験した時のことについ 

て，考えや気持ち，具体例を挙げて，伝えることができる。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・観察 

主体的学習 

・これまでの経験について質問したり、答えたりしようとする。 

・自分の経験について書いてまとめ、パートナーに伝えようとす 

る。 

・定期考査 

・パフォーマンステ 

・観察 
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Lesson5 

What do you want to 
do after high school? 

将来や進路について，自分の意見

や考えを伝えたり，相手に尋ねた

りする表現を学ぶ。 

知・技 
・助動詞のそれぞれの意味と用法を理解し，適切に使い分けて表 

現することができる。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・プリント等 

・小テスト 

思・判・表 

・将来の夢について伝え合うことができる。 

・家のルールや小学生の頃のこと，またいつかしてみたいことに 

ついて，自分の主張に情報や考え，気持ちなどを適切な理由や 

根拠を加えて書いて伝えることができる。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・観察 

主体的学習 

・会話の相手に許可を求めたり，依頼することができる。 

・義務や必要性を伝えたり，過去の事柄を回想したり，自省する 

ことができる 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・観察 
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短期シラバス（第３回考査分） 

教科・科目名 英語科・英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数    16 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

Lesson 1  
A Colorful Island  
ブラーノ島 

［題材内容］ 

イタリアのブラーノ島への旅行を

報告する SNS を通して，その島の

特色について学習する。 

［言語材料］ 

関係代名詞：what 

［言語活動］ 

海外で行ってみたい場所につい

て，英語で述べることができる。 

知・技 

[知識] 

関係代名詞 what を用いた文の形・意味を理解している。また， 

海外の観光地について学んだり，海外で行ってみたい場所やそ 

こでやりたいことについて調べた事柄を整理・理解している。 

[技能] 

関係代名詞 what の理解をもとに，海外の観光地について学ん 

だり，海外で行ってみたい場所やそこでやりたいことについ 

て，自分で調べた事柄を用いて，情報や考え，気持ちを話して 

伝え合う技能を身につけている。 

・定期考査 

・プリント等 

・小テスト 

思・判・表 

海外の観光地に関して書かれた文章について，聞いたり読んだり

したことを活用しながら，海外で行ってみたい場所やそこでやり

たいことについて，相手の意見を知り，自分の考えをまとめるた

めに，情報や考え，気持ちなどを話したり書いたりして伝え合っ

ている。 

・定期考査 

・観察 

主体的学習 

海外の観光地に関して書かれた文章について，聞いたり読んだり

したことを活用しながら，海外で行ってみたい場所やそこでやり

たいことについて，相手の意見を知り，自分の考えをまとめるた

めに，情報や考え，気持ちなどを話したり書いたりして伝え合お

うとしている。 

・定期考査 

・観察 

Let’s Listen 1 

ホテルにチェックイン 

［言語活動］ 

ホテルにチェックインする場面に

おける対話を聞き，対話の概要や

知・技 

[知識] 

ホテルにチェックインするときに使われる文の形・意味を理解 

している。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・プリント等 
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よく使われる表現を理解し，質問

に答える。 

[技能] 

ホテルにチェックインするときに使われる文を聞いて，宿泊人 

数や滞在日数などの要点を整理して伝えることができる技能 

を身につけている。 

・小テスト 

思・判・表 
ホテルにチェックインする状況で，必要な情報を聞き取って，そ

れを整理することができている。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・観察 

主体的学習 
ホテルにチェックインする状況で，必要な情報を聞き取って，そ

れを整理しようとしている。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・観察 

Communication 1 
病院で診察 

［言語活動］ 

病院で診察を受ける場面において

よく使われる表現を用いて，英語

で対話をする。 

知・技 

[知識] 

病院で診察を受けるにあたり，症状や気分を説明する仕方を理 

解している。 

[技能] 

病院で診察を受けるにあたり，症状や気分を説明できる技能を 

身につけている。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・プリント等 

・小テス 

思・判・表 
病院で診察を受ける状況で，必要な情報を伝えたり聞き取ったり

して，相手が理解しやすいように説明している。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・観察 

主体的学習 
病院で診察を受ける状況で，必要な情報を伝えたり聞き取ったり

して，相手が理解しやすいように説明しようとしている。 

・定期考査 

・パフォーマンステス 

・観察 

Lesson 2 
With the Beatles  
サムのリクエス 

［題材内容］ 

曲をリクエストしたラジオ番組の

聴取者とディスクジョッキーの対

話を通して，世代を超えて人気の

あるバンドについて学習する。 

 

知・技 

[知識] 

比較表現〈more〉〈the most〉を用いた文の形・意味を理解し 

ている。また，世代を超えて人気のある音楽バンドについて学 

んだり，好きな人物について調べた事柄を整理・理解している。 

[技能] 

比較表現〈more〉〈the most〉の理解をもとに，世代を超えて 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・プリント等 

・小テスト 
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［言語材料］ 

比較表現：more, the most 

［言語活動］ 

世代を超えて人気のある人物につ

いて，英語で述べることができる。 

人気のある音楽バンドについて学んだり，好きな人物について 

自分で調べた事柄を用いて，理由などを話して伝え合う技能を 

身につけている。 

思・判・表 

世代を超えて人気のある音楽バンドに関して書かれた対話につ

いて，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，好きな人物に

ついて，相手の意見を知り，自分の考えをまとめるために，好き

な理由などを話したり書いたりして伝え合っている。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・観察 

主体的学習 

世代を超えて人気のある音楽バンドに関して書かれた対話につ

いて，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，好きな人物に

ついて，相手の意見を知り，自分の考えをまとめるために，好き

な理由などを話したり書いたりして伝え合おうとしている。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

・振り返りシート 

・観察 
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短期シラバス（第３回考査分） 

教科・科目名 家庭・食文化 学年・コース 第２学年（ 夢トライコース） 予定時数      12 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第２章 日本の食文化 

 第２節 日本料理の食文化 
第３節 行事食と郷土料理 
 

第３章世界の料理と食文化 

日本の食文化について学び、郷土料

理について理解を深めることができ

る。 

知・技 

・五島の郷土料理について調べ、どのように発展してき 

たのかを理解することができる。 

・日本料理の特徴的な食事形態について理解する。 

・世界の料理について知ることができる。 

・調理の基本を理解し、郷土料理の調理ができる。 

・授業プリント 

・授業への参加態度 

・定期考査 

思・判・表 

・郷土料理について調べ、まとめることができる。また、

調理で作ることができる。 

・世界の料理について調べて、まとめることができる。 

・授業プリント 

・作品の提出 

・実習への参加態度 

・定期考査 

主体的学習 
・グループの人と協力をして、問題に対する解決方法を 

考えたり、調理実習に取り組もうとする。 

・授業プリント 

・授業、実習への参

加態度 
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短期シラバス（第３回考査分）

教科・科目名 商業・ビジネス基礎 学年・コース 
第 ２ 学年 

（普通・夢トライコース） 
予定時数     時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

６章 ビジネスと売買取引 

・売買取引、代金決済といった実務 

における取引について理解する。 

取引に関する課題を発見し、その 

課題への対応策を考える。 

・契約と履行について、組織の一員 

としての役割を果たすことができ 

るように主体的かつ協働的に取り 

組む。 

知・技 
売買取引、代金決済といった実務における取引について理

解している。 

授業プリント 

小テスト・定期考査 

思・判・表 
取引に関する課題を発見し、対応策を考えることができ

る。 

授業プリント 

課題・定期考査 

主体的学習 
取引について自ら学び，適切な契約の締結と履行に主体的

かつ協働的に取り組もうとしている。 

授業プリント 

授業への取り組み 

７章 ビジネス計算 
 ２ ビジネス計算の応用 

度量衡や外国貨幣の換算方法を理解

し、利息や日数の計算など、ビジネ

スにおける諸計算ができるようにな

る。 

知・技 
ビジネスにおけるさまざまな計算の方法を理解し、正しく

計算することができる。 

授業プリント・課題 

小テスト・定期考査 

思・判・表 
ビジネスの場面において、どの計算を行うとよいか判断で

きる。 

授業プリント 

課題・定期考査 

主体的学習 
ビジネスの場面を想像しながら、さまざまな計算を主体的

に行うことができる。 

授業プリント 

授業への取り組み 
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短期シラバス（第３回考査分） 

教科・科目名 商業・情報処理 学年・コース 第 ２ 学年（選択者） 予定時数   １２  時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第２章 コンピュータシス
テムと情報通信ネットワー
ク 

適切にセキュリティ管理を行い、ビ

ジネスの諸活動において情報通信ネ

ットワークを活用するための知識と

態度を身につける。 

知・技 
ソフトウェア、ハードウェア、情報通信ネットワークにつ

いての基礎的な用語を理解している。 

定期考査・小テスト 

授業プリント・課題 

思・判・表 
セキュリティ管理の重要性を理解し、情報セキュリティを

確保しながらインターネットを活用することができる。 

定期考査・小テスト 

授業プリント・課題 

主体的学習 
情報通信ネットワークを適切に活用する術を身につける

ために主体的に活動している。 

授業プリント 

授業への取り組み 

第５章 プレゼンテーション 

プレゼンテーションにおいて用いる

ソフトウェアの操作方法を理解する

とともに、話の構成や話し方、画像

や音声の活用方法を身につける。 

知・技 
プレゼンテーション用のソフトウェアについての基本的

な知識と技術を理解している。 

定期考査・小テスト 

授業プリント・課題 

思・判・表 

聞き手の情報を踏まえて、話し方、画像や音声の活用方法

を用いて、効果的なプレゼンテーションを行うことができ

る。 

定期考査 

小テスト・課題 

主体的学習 
プレゼンテーションに関する実習に、主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。 

授業プリント 

授業への取り組み 

 


